
       学校法人金沢学院 清鐘台通信 第 212号  2008年 2月 20日 
 

発
行
・
広
報
室 

【ＵＲＬ】 http://www.kanazawa-gu.ac.jp/    【携帯Web】http://k-gu.jp/ 

就
職
試
験
対
策
へ
講
座 

 

金
沢
学
院
大
学
の
就
職
試
験

対
策
講
座
は
二
月
十
四
日
か
ら

五
日
間
の
日
程
で
４
号
館
教
室

で
開
か
れ
、
百
三
十
五
人
が
本

番
に
備
え
て
真
剣
な
表
情
で
問

題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
講
座

は
、
数
理
的
な
考
え
方
、
文
章

題
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
統
計
グ
ラ

フ
、
論
作
文
、
一
般
常
識
、
事

故
表
現
な
ど
に
つ
い
て
解
説
と

指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
現
代
文
の
読
解
方
法
で
は

講
師
が
「
知
識
と
知
能
の
両
方

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
う
」
な
ど

と
助
言
し
ま
し
た
＝
写
真
左

＝
。 

 

ら
れ
、
同
ホ
テ
ル
を
訪
れ
た
人

た
ち
の
目
を
引
き
ま
し
た
。  

冬期講習を受ける生徒＝２号館研究棟 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
運
動
部

冬
期
合
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
は
二
月
十
六
日
、
大
学
２
号

館
研
究
棟
で
、
約
百
八
十
人
の

運
動
部
員
が
参
加
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。
長
岡
工
業
高
専
の
前

川
直
也
氏
が
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
重
要
性
」
の
テ
ー
マ
で

講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

 

長
岡
講
師
は
、「
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
動
機
づ
け
）
の
ポ
イ
ン

ト
は
期
待
で
あ
り
、
適
切
な
目

標
設
定
も
重
要
で
あ
る
」
と
説

き
ま
し
た
。
ま
た
、
効
果
的
な

目
標
の
設
定
、
戦
略
な
ど
も
解

説
し
ま
し
た
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
野
球 

 

ロ
ビ
ー
に
彩
り 

大
学
・
短
大
華
道
部
展 

 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大
学

の
華
道
部
作
品
展
＝
写
真
下
＝

は
二
月
十
五
、
十
六
日
、
金
沢

市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
金
沢
で
開
か
れ
、
生
け

花
十
点
が
ロ
ビ
ー
を
彩
り
ま
し

た
。 
 

会
場
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ス
ミ
ソ

ウ
、
桃
な
ど
白
、
黄
色
、
赤
、

ピ
ン
ク
の
多
彩
な
色
の
花
々
と

緑
の
葉
が
大
胆
、
優
雅
に
生
け 

部
の
出
場
登
録
選
手
を
ど
う
選

ぶ
か
の
課
題
を
、
選
手
の
特
徴

デ
ー
タ
を
基
に
討
論
し
、
そ
の

理
由
、
反
省
点
、
改
善
点
な
ど

を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大

学
の
運
動
部
員
を
対
象
に
し

た
救
急
蘇
生
法
講
習
会
は
二

月
十
六
日
、
第
二
体
育
館
柔

道
場
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た

各
部
の
代
表
合
わ
せ
て
三
十

一
人
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方

を
含
め
て
、
不
慮
の
事
故
や

急
病
に
備
え
ま
し
た
。 

 

早
朝
や
夜
間
な
ど
指
導
者

や
教
職
員
が
い
な
い
場
所
、

時
間
帯
で
も
学
生
が
緊
急
事

態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
と

開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、

日
本
赤
十
字
社
の
指
導
員
資

格
を
持
つ
西
村
裕
樹
東
高
校

教
諭
ら
が
務
め
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
学
生
は
、
人
工

呼
吸
法
、傷
病
者
の
救
護
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
を
実
際
に
人
形
や
模
擬

装
置
を
使
っ
て
体
験
し
ま
し

た
。
ま
た
、
緊
急
時
の
連
絡

方
法
や
、
学
内
の
ど
こ
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か

も
確
認
し
ま
し
た
。 

西村教諭から救護法について学ぶ運動部の学生 
＝第二体育館柔道場   

 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
主
催

の
留
学
生
と
語
る
会
は
二
月
十

二
日
、
３
号
館
教
室
と
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
学
生
は
、
各
国
の
留
学

生
と
懇
談
し
な
が
ら
英
会
話
を

学
び
ま
し
た
。 
 

訪
れ
た
の
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ

ッ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
イ 

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
留
学
生
四

人
で
す
。 

初
め
に
留
学
生
が
そ
れ
ぞ

れ
、
英
語
の
勉
強
方
法
、
母
国

の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
あ
と
、

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
日
本
の
印
象
や
趣
味
、
習

慣
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
和
や

か
に
懇
談
し
ま
し
た
。 

 
留学生（右手前）と懇談する学生 

＝３号館カフェテリア 

４
研
究
室
が
卒
論
発
表
会 

 

金
沢
学
院
大
学
経
営
情
報
学

部
の
阿
手
、
田
中
、
中
西
、
南

の
四
研
究
室
合
同
卒
論
発
表
会

は
二
月
十
四
日
、
２
号
館
教
室

で
開
か
れ
、
延
べ
十
五
人
の
学

生
が
、
経
営
戦
略
の
分
析
や
考

案
し
た
シ
ス
テ
ム
、
ゲ
ー
ム
な

ど
を
解
説
し
ま
し
た
。 

留
学
生
と
楽
し
く
英
会
話 

運
動
部
員
が 

救
護
法
学
ぶ ＡＥＤの使い方も 

動
機
づ
け
と
意
思
の
疎
通
大
切 

 
 
 

運
動
部
員
が
冬
期
合
同
講
習 

大学・短大 

 

高東 


